
（
登
録
の
取
消
し
等
）

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
七
条
の
十
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
十
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
七
条
の
六
か
ら
第
十
七
条
の
九
ま
で
、
第
十
七
条
の
十
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
七
条
の
六
か
ら
第
十
七
条
の
九
ま
で
、第
十
七
条
の
十
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
公
示
）

（
公
示
）

第
十
七
条
の
十
六

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
十
六

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る

第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号

の
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
つ

た
と
き
。

一

（
略
）

二

変
更
し
た
年
月
日

第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る

第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号

の
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
つ

た
と
き
。

一

（
略
）

二

変
更
す
る
年
月
日

第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る

第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
三
号

の
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
つ

た
と
き
。

一
・
二

（
略
）

三

変
更
し
た
年
月
日

第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る

第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
三
号

の
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
つ

た
と
き
。

一
・
二

（
略
）

三

変
更
す
る
年
月
日

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
講
習
の
免
除
）

（
講
習
の
免
除
）

第
二
十
五
条

講
習
を
修
了
し
た
者
（
第
五
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
及

び
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
者
を
含
む
。）に
対
し
て
は
、
法
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
の
う
ち
労

働
衛
生
管
理
の
実
務
及
び
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実
務
（
個
人
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
に
係
る
も
の
及
び
個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
免
除
す
る
。

第
二
十
五
条

講
習
を
修
了
し
た
者
（
第
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
及

び
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
者
を
含
む
。）に
対
し
て
は
、
法
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
の
う
ち
労

働
衛
生
管
理
の
実
務
及
び
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実
務
（
個
人
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
免
除
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

（
変
更
の
届
出
）

第
四
十
五
条
の
二

登
録
講
習
機
関
は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十

七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
登
録
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
十

二
号
の
二
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
の
二

登
録
講
習
機
関
は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十

七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、登
録
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書（
様

式
第
十
二
号
の
二
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

登
録
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
機
関

（
新
設
）

（
登
録
の
申
請
）

第
五
十
一
条
の
十

第
三
条
の
五
の
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
」
と
い
う
。）は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補

助
者
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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